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六本木ヒルズ「お木曳」

　2月3日〜 4日、第62回神宮式年遷宮に向けて行われる伊勢の民俗行事「お木曳」を全国に発信す
るため、東京・六本木において、「お木曳」および「伊勢の国観光物産展」が開催されました。
　会場となった六本木ヒルズでは、伊勢うどんや伊勢えび汁などの販売、工芸品の実演販売、太鼓や
木遣りの披露などが行われ、訪れた人たちは、伊勢の国の食や匠の技を堪能しました。
　2月4日には「お木曳」が行われ、すっきりと晴れ渡った青空の下、約350人の曳き手が「エンヤー、
エンヤー！！」という威勢の良い掛け声とともに、力強く六本木けやき坂通りを練り歩きました。
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コミュニティバスコミュニティバス

まちづくり推進課（☎�5593）

　

市
は
、
4
月
1
日
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
試
行
運
行
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格

差
の
是
正
や
、
交
通
弱
者
へ
の

交
通
手
段
の
提
供
な
ど
、
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
公
共
交
通
の
不
便
な
地

域
を
中
心
に
、9
つ
の
路
線（
ル

ー
ト
）で
運
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
公
共
交
通
が
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
は
〝
試

行
運
行
〞
と
位
置
付
け
て
運
行

し
、
利
用
実
態
を
検
証
し
、
平

成
20
年
度
以
降
の
運
行
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ

く
交
通
手
段
で
あ
り
、
運
行
を

継
続
し
、
有
意
義
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
現
在
運
行
中
の
小
俣
町
福
祉

バ
ス
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

※
寿
バ
ス
券
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
全
市
域
で
活
用
で

き
る
制
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

時
刻
表
や
ル
ー
ト
・
運
賃
な
ど

の
詳
細
は
、
後
日
チ
ラ
シ
を
各

世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
試
行
運
行
が
決
定
次
第
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.ise.m

ie.jp/

）
に
も

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

平
成
17
年
に
新
市
が
誕
生
し

ま
し
た
が
、
現
在
、
旧
4
市
町

村
に
お
け
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
は
、
民
間
バ
ス
路
線
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
バ
ス
・
寿
バ

ス
券
な
ど
）
の
有
無
に
よ
り
、

地
域
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の

確
保
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
の
公
共
交
通
不
便
地
域
を

で
き
る
だ
け
解
消
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
は
、
新
市
建
設
計
画

に
お
い
て
、
総
合
交
通
体
系
整

備
の
主
要
事
業
と
し
て
、
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
事
業
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
交

通
弱
者
に
対
す
る
社
会
参
加
の

機
会
の
促
進

◦
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

公
平
な
供
給

◦
人
の
移
動
が
増
え
る
こ
と
に

よ
る
市
全
体
の
活
性
化

◦
市
内
各
地
域
を
つ
な
ぐ
交
通

手
段
の
確
保
に
よ
る
地
域
間
交

流
の
増
進

◦
自
動
車
か
ら
バ
ス
へ
の
転
換

に
よ
る
渋
滞
・
駐
車
場
問
題
の

緩
和

コミュニティバスって？
民間の路線バスなどで対

応できない交通需用に応

えるために、主に自治体

などが主体となって運行

するバスのことです。

運行期間

◆平成19年4月1日～
　　平成20年3月31日
　①辻久留・藤里ルート

　②鹿海・朝熊ルート

　③粟野ルート

　⑤明野ルート

　⑥小俣元町ルート

　⑦湯田・新村ルート

　⑧御薗ルート

◆平成19年4月1日～
　　平成19年6月30日
　④二見ルート

　⑨小木・田尻ルート

運行頻度　

　2時間に 1本程度

運
行
の
経
緯
な
ど

運
行
に
よ
る
効
果

の試行運行コミュニティバス
公募・審査の結果、愛称はおかげバスに決定！
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◆
標
準
運
賃　

表
①
の
と
お
り

◆
高
齢
者
割
引
・
身
体
障
害
者

等
割
引　

表
②
の
と
お
り

◆
乗
り
継
ぎ
運
賃

　

最
初
に
乗
車
し
た
ル
ー
ト
か

ら
別
の
ル
ー
ト
に
乗
り
継
ぐ
場

合
は
無
料
で
す
。

　

た
だ
し
、
最
初
に
乗
車
し
た

ル
ー
ト
は
、
乗
車
ご
と
に
運
賃

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
定
期
券

◦
1
カ
月
定
期

：

40
％
引
き

◦
3
カ
月
定
期

：

45
％
引
き

◆
回
数
券　

10
枚
分
の
料
金
で

11
枚
綴
り

表①　標準運賃【1回の乗車に対する運賃】

運賃区分 運　賃

大　人 12歳以上の人（中学生以上） 200円

小　児 6歳以上12歳未満の子ども（小学生） 100円

幼　児
1歳以上6歳未満の
子ども（幼稚園以下）

同伴されている 1人目の子ども 無　料

同伴されている 2人目以上の子ども 100円

単独で乗車した子ども 100円

乳　児 1歳未満の子ども 無　料

運
賃
・
割
引
な
ど

表②　高齢者割引・身体障害者等割引

種類 対象者 割引対象 割引率

高齢者割引 65歳以上の人 標準運賃 
定期券 
回数券

50％
身体障害
者等割引

身体障害者手帳・療育手帳の
交付を受けた人

※12歳未満の障害児は、小児料金の50％引きとなります。
※65歳以上で、身体障害者手帳・療育手帳の交付を受けた人は、
　75％引きとなります。
※身体障害者手帳・療育手帳の交付を受けた人（いずれも 1種のみ）
　に付き添う介護者も 50％引きとなります。

※同伴の範囲：同伴する人が 6歳以上で、常に一緒に乗降する場合。
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こ
ん
な
施
設
を

 

つ
く
っ
て
い
ま
す

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

高
齢
者
・
障
害
者
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
人
に
優
し
い
「
快

適
な
遊
び
・
憩
い
の
場
と
な
る

公
園
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
公
園
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
既
設
の
都
市
計
画
公
園
に

つ
い
て
、
利
用
す
る
と
き
の
障

害
と
な
っ
て
い
る
出
入
り
口
の

段
差
解
消
、
園
路
の
新
設
、
誰

も
が
憩い
こ

え
る
ベ
ン
チ
な
ど
休
憩

施
設
の
設
置
、
子
ど
も
連
れ
や

車
い
す
の
人
も
利
用
し
や
す
い

便
所
へ
の
改
修
な
ど
を
行
い
、

公
園
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
（
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き

る
設
計
）化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
築
地
公
園
（
船

江
2
丁
目
）、
吹
上
公
園（
吹
上

1
丁
目
）
と
そ
の
便
所
、
今
之

社
公
園（
曽
祢
1
丁
目
）と
そ
の

便
所
、
新
高
ア
メ
ニ
テ
ィ
公
園

（
御
薗
町
高
向
）の
便
所
、
高
向

公
園（
御
薗
町
高
向
）の
便
所
を

改
修
し
、
今
後
も
年
次
的
に
事

業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
地
域

の
緊
急
避
難
地
対
策
と
し
て
整

備
し
た
野
村
公
園
（
野
村
町
）

は
、敷
地
面
積
２
１
２
６
㎡
で
、

園
内
に
東あ
ず
ま
や屋

・
便
所
・
園
路
・

ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
・
さ
ま

ざ
ま
な
植
栽
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
公
園
の
施
設
は
、
公
園

整
備
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

完成した野村公園（野村町）

公
園
整
備

公
園
整
備

　市では、皆さんが、安全で快適に生活できるよう、都市基盤施設（道
路や公園など）の整備や管理を行っています。
　これらの施設は、皆さんにとって、身近で欠かせないものであり、
また、皆さんとともに考え、つくり、管理していくものです。
　より良い都市空間を築くために、ご理解とご協力をお願いします。

こ
ん
な
施
設
を

 

つ
く
っ
て
い
ま
す

都
市
整
備
課
街
路
公
園
係

（
☎
�
５
５
８
７
）
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市
は
、
交
通
渋
滞
や
混
雑
の

緩
和
、
安
全
性
の
向
上
、
地
域

の
活
性
化
、
防
災
機
能
の
強
化

な
ど
を
目
的
に
、
市
内
各
所
で

道
路
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
道
小
俣
19
号

線（
小
俣
町
本
町
）で
掛
橋
踏
切

（
Ｊ
Ｒ
宮
川
駅
付
近
）
の
拡
幅
、

市
道
大
湊
川
線（
大
湊
町
）で
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う

の
橋
き
ょ
う
き
ゃ
く脚
工
事
、
市
道
松
下
20

号
線（
二
見
町
松
下
）な
ど
で
道

路
拡
幅
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

防
衛
施
設
周
辺
地
域
で
は
、

航
空
機
事
故
時
な
ど
の
消
防
救

難
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

市
道
柏
東
大
淀
線（
東
大
淀
町
）

で
道
路
拡
幅
の
た
め
の
測
量
、

市
道
小
俣
1
号
線
（
小
俣
町
本

町
）
な
ど
で
道
路
拡
幅
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

完成した掛橋踏切（市道小俣19号線）

施工中の橋脚工事（市道大湊川線）
　

伊
勢
市
は
、
大
半
が
伊
勢
平

野
の
標
高
の
低
い
地
形
に
位
置

す
る
た
め
、
近
年
の
宅
地
化
に

伴
う
農
地
の
減
少
や
、
短
時
間

集
中
型
の
局
地
的
な
降
雨
に
よ

り
、
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
地

域
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
準
用
河
川
桧
ひ
の
き

尻じ
り

川(

一
之
木
5
丁
目)

や
大
堀

川
支
川(

東
大
淀
町
・
柏
町)

、

船
江
山
川(

勢
田
町
ほ
か)

な

完成した護岸（準用河川桧尻川支川）

ど
の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
潮
の
干
満
の
影
響
に

よ
り
雨
水
の
自
然
排
水
が
困
難

な
地
域
で
は
、
強
制
的
に
排
水

す
る
こ
と
が
で
き
る
排
水
機
場

の
設
置
が
必
要
な
た
め
、
神
久

排
水
機
場(

神
久
5
丁
目
ほ

か)

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
排
水
路
の
断
面

不
足
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
を

解
消
す
る
た
め
、岡
本
3
丁
目
、

小
俣
町
湯
田
な
ど
で
排
水
路
の

改
良
を
行
い
、
浸
水
被
害
の
な

い
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
、
年
次
的
に
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ

い
て
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
日

赤
神
田
線
（
一
之
木
4
丁
目
・

大
世
古
4
丁
目
）
を
、
平
成
17

年
度
か
ら
八
日
市
場
高
向
線
お

よ
び
日
赤
神
田
線
（
い
ず
れ
も

御
薗
町
高
向
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ

街
路
事
業
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
各
所
で
生

活
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

道
路
整
備

道
路
整
備

河
川
・

　

排
水
路
整
備

河
川
・

　

排
水
路
整
備

都
市
整
備
課
道
路
係

（
☎
�
５
５
８
６
）

都
市
整
備
課
河
川
係

（
☎
�
５
５
８
８
）
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み
ん
な
の
施
設 

  
み
ん
な
で
大
切
に

　

市
内
の
公
園
は
、
い
つ
で
も

誰
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
で
、

ご
く
一
部
の
心
無
い
人
に
よ
り
、

施
設
が
壊
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

壊
れ
た
施
設
を
修
繕
す
る
た

め
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
の
税
金

で
賄
ま
か
な

わ
れ
ま
す
。
遊
具
や
便
所

を
大
切
に
利
用
す
れ
ば
、
修
繕

に
掛
か
る
経
費
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
警
察
署
と
連
携
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
公
園
を
常
時

監
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
公
園
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
地
域
の
皆
さ
ん

で
、
い
た
ず
ら
が
で
き
な
い
環

境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

き
れ
い
な
公
園
を
汚
し
た
り
、

壊
し
た
り
す
る
と
、
嫌
な
気
分

に
な
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
公
園
を

き
れ
い
に
保
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
生

活
環
境
を
築
く
た
め
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
審
者
を
発
見
し
た

場
合
は
警
察
署
へ
、
公
園
内
で

破
損
個
所
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
維
持
管
理
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
改
良
〉

　

道
路
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

毎
日
利
用
す
る
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
で
す
が
、
道
路
側

溝
が
老
朽
化
し
、
通
行
の
妨
げ

と
な
っ
た
り
、
排
水
の
流
れ
が

悪
く
な
っ
た
り
し
て
不
便
を
掛

け
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高

く
、
市
内
全
域
か
ら
多
数
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
順
次

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
要
望
に
お
応
え
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

道
路
の
利
用
状
況
や
排
水
の

流
れ
の
状
況
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
よ
く
ご
存
知
で
あ
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵

を
出
し
合
っ
て
道
路
側
溝
の
整

備
を
行
い
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈
清
掃
〉

　

市
内
の
道
路
側
溝
の
清
掃
作

業
は
、
ま
ち
の
美
観
を
守
り
、

衛
生
環
境
を
良
く
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
泥
土
の
回
収
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
効
率
良
く

回
収
作
業
を
行
う
た
め
、
清
掃

作
業
の
1
週
間
程
度
前
に
、
清

掃
す
る
個
所
・
範
囲
・
日
時
を

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
雨
が
降
る
と
、
側
溝
や
排

水
路
の
水
か
さ
が
増
し
、
水
の

流
れ
が
速
く
な
り
ま
す
。

　

水
が
河
川
に
流
れ
込
ん
だ
と

き
や
満
潮
時
に
は
、
河
川
の
水

位
が
高
く
な
る
た
め
、
排
水
路

な
ど
の
雨
水
は
流
れ
が
悪
く
な

り
、
道
路
な
ど
が
冠
水
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ポ
ン
プ
の
運
転
に

よ
っ
て
強
制
的
に
、
排
水
路
の

雨
水
を
河
川
に
排
水
す
る
排
水

機
場
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
が
管
理
す
る
排
水
機
場
に

は
、
農
用
地
の
排
水
を
目
的
と

す
る
も
の
が
33
個
所
、
主
に
市

街
地
の
排
水
を
目
的
と
す
る
も

の
が
29
個
所
、
道
路
の
ご
く
限

ら
れ
た
場
所
の
排
水
を
目
的
と

す
る
も
の
が
3
個
所
あ
り
、
合

わ
せ
て
65
個
所
あ
り
ま
す
。

　

時
折
、
排
水
機
場
に
車
の
バ

ッ
テ
リ
ー
や
タ
イ
ヤ
な
ど
が
捨

て
ら
れ
て
い
た
り
、
排
水
機
場

の
敷
地
内
に
、
犬
の
ふ
ん
が
落

ち
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

排
水
機
場
は
、
地
元
自
治
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
ポ
ン
プ
の

運
転
を
行
い
、
浸
水
被
害
の
防

止
を
図
っ
て
い
る
大
切
な
市
民

の
財
産
で
す
の
で
、
施
設
の
管

理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

公
園
の
管
理

公
園
の
管
理

み
ん
な
の
施
設 

  
み
ん
な
で
大
切
に

道
路
側
溝
の
管
理

道
路
側
溝
の
管
理

排
水
機
場
の
管
理

排
水
機
場
の
管
理

道路側溝の改良工事

維
持
管
理
課
管
理
係

（
☎
�
５
５
８
９
）

維
持
管
理
課
維
持
係

（
☎
�
５
５
９
０
）

維
持
管
理
課
補
修
係

（
☎
�
５
５
９
０
）

維
持
管
理
課
管
理
係

（
☎
�
５
５
８
９
）
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道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設
を
、

花
の
あ
る
美
し
い
空
間
に
し
よ

う
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

花のまちづくり：昨年12月20日、本町寿会と県立明野高等学校の協力により、
伊勢市駅前広場に花を植栽しました。

　

市
の
道
路
や
水
路
な
ど
と
隣

接
し
て
い
る
土
地
を
埋
め
立
て

た
り
、
塀
な
ど
の
構
築
物
を
作

っ
た
り
す
る
と
き
は
、
境
界
紛

争
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
境
界
確
認
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
で
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
道
路
側

溝
や
公
園
な
ど
の
施
設
の
維
持
管
理

費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
か

の
事
業
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

す
べ
て
の
施
設
の
管
理
を
委
託
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
な

現
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
施
設
の

維
持
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
工
事
中
は
、
通
勤
・
通
学
・

日
常
生
活
に
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

特
に
、
田
畑
な
ど
を
埋
め
立

て
て
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
場

合
は
、
道
路
や
水
路
の
の
り
面

が
ど
ち
ら
側
の
も
の
で
あ
る
か

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
境
界
の
確
認
は
、
受

け
付
け
順
に
実
施
し
て
お
り
、

申
請
し
て
か
ら
１
カ
月
程
度
か

か
る
た
め
、
工
事
を
計
画
し
て

い
る
人
は
、
着
工
日
ま
で
余
裕

を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

豆
知
識

【
境
界
標
識
破
損
の
罪
】

　

境
界
標
識
を
破
損
、
移
動
ま

た
は
そ
の
ほ
か
の
方
法
に
よ
り

境
界
を
確
認
で
き
な
い
よ
う
に

し
た
人
は
、
刑
法
第
２
６
２
条

2
の
規
定
に
よ
り
、
5
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

花
の

　

ま
ち
づ
く
り

花
の

　

ま
ち
づ
く
り

境
界
確
認

境
界
確
認

皆
さ
ん
へ

　

花
の
あ
る
美
し
い
空
間
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
な
ど
で
訪
れ
た

人
た
ち
に
「
伊
勢
の
ま
ち
は
美

し
い
」
と
い
う
印
象
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

花
は
生
き
物
な
の
で
、
美
し

さ
を
保
つ
た
め
に
は
、
付
近
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
、
日
々

見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
心
に
支
え

て
い
た
だ
き
、
美
し
い
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

道
路
の
加
工

道
路
の
加
工

　

家
を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る

と
き
、
乗
り
入
れ
口
の
設
置
や

道
路
へ
の
排
水
管
の
敷
設
な
ど
、

道
路
の
加
工
を
伴
う
場
合
は
、

道
路
施
行
承
認
申
請
書
ま
た
は

道
路
占
用
許
可
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
築
確
認
申
請
の
確
認
済
証

が
交
付
さ
れ
て
も
、
道
路
の
加

工
に
伴
う
申
請
は
別
に
必
要
で

す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
な
ど
は
お
早
め
に

申
請
な
ど
は
お
早
め
に

維
持
管
理
課
維
持
係

（
☎
�
５
５
９
０
）

維
持
管
理
課
管
理
係

（
☎
�
５
５
８
９
）

維
持
管
理
課
境
界
係

（
☎
�
５
５
８
９
）
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こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
役
所

本
庁
舎
・
各
総
合
支
所
・
各
支

所
の
開
庁
時
間
は
、
次
の
と
お

り
統
一
さ
れ
ま
す
。

開
庁
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
市
役
所
本
庁

舎
・
1
階
窓
口
は
、
月
曜
日
の

み
午
後
7
時
ま
で
）

■
市
役
所
本
庁
舎
教
育
委
員
会

移
転
日　

3
月
26
日
㈪
か
ら

移
転
先　

小
俣
総
合
支
所
・
2
階

※
市
役
所
本
庁
舎
に
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
窓
口
を
設
置
し
、

　

地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
公

共
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、

自
ら
の
責
任
と
判
断
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
か
じ
取
り
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た
施
策
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

の
要
請
に
応
え
、
市
民
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
組
織
に
す
る

た
め
、
4
月
1
日
㈰
か
ら
、
左
表

の
と
お
り
組
織
を
変
更
し
ま
す
。

※
変
更
後
の
各
課
の
業
務
内
容
・

電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、「
広

報
い
せ
」4
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

今
回
の
組
織
の
変
更
に
よ
り
、

各
総
合
支
所
税
務
課
・
上
下
水

道
課
・
収
入
役
室
分
室
が
行
っ

て
い
た
業
務
を
、
市
役
所
本
庁

舎
へ
移
管
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
課
が
行
っ
て
い

た
証
明
な
ど
の
窓
口
業
務
は
、

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
で
取

り
扱
い
ま
す
。

　

4
月
2
日
㈪
か
ら
、
小
俣
・

御
薗
総
合
支
所
の
開
庁
時
間
を

変
更
し
ま
す
。

教育委員会電話番号表　　　　　（3月26日以降）
所属課名 係名 電話番号

教育総務課
総務係 ２２－７８７５
管理係 ２２－７８７６

学校教育課

学事係 ２２－７８７９
教職員係 ２２－７８８０
指導係 ２２－７８８１

健康教育係
２２－７８８２
２２－７８８３

生涯学習・

スポーツ課

生涯学習係 ２２－７８８６
家庭教育相談室 ２２－７８８７
スポーツ振興係 ２２－７８９１
青少年育成係 ２２－７８９３
青少年相談センター ２２－７８９４

人権学習係 ２２－７８９５

文化振興課
文化財係 ２２－７８８４

文化振興係 ２２－７８８５
教育研究所 － ２２－７８９７

市の組織
検査室
総務部
秘書課
総務課
広報広聴課
職員課
管財契約課
電算システム課
危機管理課
財務政策部
財政課
課税課
収税課
行政経営課
生活部
市民参画交流課
地域内分権推進課
戸籍住民課
人権政策課
合併調整室
環境部
環境課
資源循環課
清掃課
健康福祉部
健康課
医療保険課
介護保険課
生活支援課
こども課
長寿課
障がい福祉課
産業部
商工労政課
企業誘致課
産業支援センター準備室
農林課
水産課
観光交通部
観光企画課
観光事業課
交通政策課

　　　　（4月1日以降）
都市整備部
監理課
都市計画課
基盤整備課
維持課
用地課
建築住宅課
宮川・横輪川改修対策室
二見総合支所
地域振興課
生活環境課
福祉健康課
産業建設課
小俣総合支所
地域振興課
生活環境課
福祉健康課
産業建設課
御薗総合支所
地域振興課
生活環境課
福祉健康課
産業建設課
会計課
上下水道部
上下水道総務課
料金課
上水道課
下水道建設課
下水道施設管理課
教育委員会事務局
教育総務課
学校教育課
生涯学習・スポーツ課
文化振興課
教育研究所
議会事務局
監査委員事務局
農業委員会事務局
選挙管理委員会事務局
伊勢総合病院

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

教
育
委
員
会
事
務
局
が

小
俣
総
合
支
所
に

移
転
し
ま
す

各
総
合
支
所
の
一
部
業
務
を

移
管
し
ま
す

一
部
の
施
設
の
予
約
や
施
設
使

用
料
の
受
領
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
二
見
分
室
・
御

薗
分
室

移
転
日　

4
月
2
日
㈪
か
ら

移
転
先　

小
俣
総
合
支
所
・
2
階

※
4
月
2
日
㈪
以
降
、
一
部
の

窓
口
業
務
は
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
予
約
や
施
設

使
用
料
の
受
領
な
ど
に
つ
い
て
、

二
見
町
の
施
設
は
二
見
公
民
館
、

御
薗
町
の
施
設
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
す
。

■
教
育
研
究
所

移
転
日　

4
月
2
日
㈪
か
ら

移
転
先　

小
俣
総
合
支
所
・
3
階

小
俣
・
御
薗
総
合
支
所
の

開
庁
時
間
が
変
わ
り
ま
す

職
員
課
（
☎
�
５
５
０
５
）

教
育
総
務
課　

３
月
23
日
㈮
ま
で
（
☎
�
５
６
２
０)

　
　
　
　
　
　

３
月
26
日
㈪
以
降
（
☎
�
７
８
７
５
）
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外
宮
の
鳥
居
前
町
と
し
て
、

長
い
歴
史
と
文
化
に
培
わ
れ
発

展
し
て
き
た
中
心
市
街
地
は
、

近
年
、環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、

空
洞
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
年
度
か
ら
、
国
の

ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を
活

用
し
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

中心市街地の
      再生に向けて

まちづくり推進課
　　  （☎�5598）

　

中
心
市
街
地
の
再
生
に
つ
い

て
は
、
伊
勢
市
の
玄
関
口
と
し

て
の
伊
勢
市
駅
前
の
再
生
や
、

来
訪
者
へ
の
「
も
て
な
し
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
な
か
観
光

と
交
流
の
再
興
、
そ
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の
満

足
度
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
若
い
世
代
の
声

を
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
し
た
、

都
市
再
生
整
備
計
画
（
平
成
18

年
3
月
策
定
）
に
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
計
画
に
示
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
伊
勢
市
駅
前
再
生
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に

計
画
の
具
体
化
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
検
討
委
員
会
で
出

さ
れ
た
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま

す
。（
下
図
参
照
）

　

な
お
、
ご
意
見
や
ご
質
問
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

中心市街地の再生に向けて

「まちづくり交付金」を活用した都市再生整備計画
（山田ルネサンスゾーン地区）の策定【平成18年3月】

山田ルネサンスゾーン地区の
まちづくりの目標

美しさと賑
にぎ

わいを基調に、
遷宮を契機とした

観光文化と生活文化の再生

●平成18年度に実施している主な事業

・伊勢市駅前再生への取り組み
　　…駅前再生検討委員会の開催

ご遷宮に向けた伊勢らしいまち

・子育て支援センター・保育所の建設

・中心市街地の環境整備
　　…公園の再整備、道路整備

伊勢市駅前再生検討委員会での主な意見

交通ターミナ
ル機能の強化

賑わい・憩い
の空間づくり

もてなし・交
流機能の充実

民間・行政
の役割分担

○駅および駅前広場の交通利便性の向上

○駅南北の市街地の連携強化

○伊勢の顔にふさわしい景観・環境づくり

○人が優先の空間づくり

○広場・参道を利用した日常的なイベント開催

○伊勢志摩観光の玄関口としての情報発信・　

　案内機能の強化

○市民相互、住民と観光客の交流の場の整備

○住民・関係機関の連携

○まちづくり会社のような組織づくり

完
成
予
想
図

市民生活の
利便性向上

○車社会に対応したまちづくり
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こんな行事と出来事 がありました

1 

玉
城
町
長
更
の
一
部
地
域
を
伊
勢
市
の
行
政
区
域
に
変
更

1 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

2 

神
社
「
海
の
駅
」
の
駅
舎
を
開
設

8
〜
9 

伊
勢
楽
市
を
開
催

12
〜
13 

お
木
曳
初
式（
役
木
曳
）

16 

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
森
下
隆
生
さ
ん
が
第
２
代
伊
勢
市
長
に
当
選

29 

ご
み
ゼ
ロ
早
朝
清
掃
を
実
施

1 

い
せ
ト
ピ
ア
・
宮
本
支
所･

沼
木
支
所
に

 

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

5
〜
６
╱

４ 

お
木
曳
行
事（
第
一
次
）「
陸
曳
」

 
 

1 

宮
川
流
域
下
水
道（
宮
川
処
理
区
）を
一
部
供
用
開
始

1 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
大
雨
時
雨
量
情
報
の
文
字
放
送
を
開
始

10 

二
見
し
ょ
う
ぶ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

13 

伊
勢
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

16 
市
営
住
宅
二
俣
団
地
が
完
成

24 
第
1
回
障
害
者
体
育
祭
を
開
催

30 
新
市
建
設
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

 

1 

伊
勢
総
合
病
院
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
方
式（
医
療
費
の
計
算
方
式
「
定
額
払
い
方
式
」）を
導
入

1 

第
1
回
地
域
審
議
会
を
開
催

2 

勢
田
川
七
夕
大
そ
う
じ
を
実
施

7
〜
８
╱

31 

二
見
七
夕･

星
ま
つ
り
を
開
催

11 

伊
勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
を
策
定

15 

伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
を
開
催

22
〜
30 

お
木
曳
行
事（
第
一
次
）「
川
曳
」

28 

二
見
浦
が
国
指
定
文
化
財（
名
勝
）に
指
定

30 

お
木
曳
行
事（
第
一
次
）「
川
曳
」
に
秋
篠
宮
さ
ま
と
眞
子
さ
ま
が
ご
参
加

 
 

 
 

19 

お
ば
た
ま
つ
り
を
開
催

19 

パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
啓
発
事
業
と
し
て
「
二
人
日
和
」
上
映
会
と
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
開
催

 
 

4
〜
5 

全
国
夫
婦
岩
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

9
〜
10 

伊
勢
市
立
小
・
中
学
校
科
学
創
作
展
を
開
催

13 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、
新
市
建
設
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

 

財
政
収
支
見
通
し
、
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
を
公
表

23 

親
子
農
業
体
験
を
開
催

25 

市
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
新
た
に
20
台
設
置

8 

勤
労
者
ゆ
と
りT

･I･M
･E

　

you

・
ゆ
う
・
遊ing

を
開
催

10 

有
緝
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

14
〜
17 

伊
勢
お
お
ま
つ
り
を
開
催

16
〜
11
╱

20 

各
小
学
校
区
で
「
地
域
の〝
わ
〞懇
談
会
」
を
実
施

23
〜
11
╱

10 

小
俣
町
で
菊
花
展
を
開
催

24
〜
29 

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

27 

伊
勢
市
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式
を
開
催

27
〜
29 

灯
り
行
事
「
伊
勢
ヨ
イ
夜
ナ
」
を
開
催

28 

御
薗
ラ
ブ
リ
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
を
開
催

28 

幼
年
消
防
大
会
を
開
催

 
 

3 

伊
勢
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催

3 

賓
日
館
開
館
3
周
年
記
念
「
二
見
浦
・
浦
う
ら
談
義
Ⅳ
」
を
開
催

3
〜
6 

ふ
た
み
文
化
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
を
開
催

4 

愛
媛
県
西
条
市
か
ら
32
台
の
だ
ん
じ
り
が
来
勢

5
〜
25 

伊
勢
市
民
芸
能
祭
を
開
催

11
〜
12 

伊
勢
楽
市
を
開
催

12 

伊
勢
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

19 

地
産
地
消
推
進
イ
ベ
ン
ト
「
や
っ
ぱ
り
え
え
な
あ 

伊
勢
の
も
ん
」
を
開
催

22 

伊
勢
市
駅
前
再
生
検
討
委
員
会
を
開
催

23 

「
絆
の
森
」
を
開
設

25 

郷
の
恵
「
風
輪
」
を
開
設

26 

里
帰
り
伊
勢
音
頭
全
国
大
会
を
開
催

 
 

1 

市
役
所
本
館
ロ
ビ
ー
に
総
合
案
内
所
を
設
置

3 

お
伊
勢
さ
ん
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

3
〜
4 

伊
勢
市
立
小
・
中
学
校
教
育
美
術
展
を
開
催

4 

年
間
の
伊
勢
神
宮
参
拝
客
が
9
年
ぶ
り
に
６
０
０
万
人
を
突
破

7 

伊
勢
市
文
化
講
演
会
を
開
催

8 

小
俣
1
号
線
を
供
用
開
始

13 

市
議
会
議
長
に
佐
之
井
久
紀
さ
ん
、
同
副
議
長
に
工
村
一
三
さ
ん
が
就
任

13 

有
絹
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
発
電
を
開
始

31
〜
１
╱

３ 

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
実
施

 
 

1 

伊
勢
市
助
役
に
亀
井
秀
樹
さ
ん
が
就
任

4 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
伊
勢
神
宮
参
拝
の
た
め
来
勢

4 

工
芸
指
導
所
が
伊
勢
広
域
環
境
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転

7 

新
成
人
の
つ
ど
い
を
開
催

8 

伊
勢
市
消
防
出
初
め
式
を
開
催

12 

災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
を
卸
売
市
場
と
締
結

28 

二
見
ふ
れ
愛
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

 
 

3
〜
４ 

六
本
木
ヒ
ル
ズ
「
お
木
曳
」

４
〜
３
╱

４ 

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
りin

二
見
を
開
催

11 

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

 
 

3
〜
4 

二
見
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催（
予
定
）

26 

教
育
委
員
会
事
務
局
が
小
俣
総
合
支
所
に
移
転（
予
定
）

～平成18年度を振り返って～

お木曳行事（第一次）「陸曳」

森下隆生さんが第２代伊勢市長に当選

二見七夕 ･ 星まつり

　　　　　　　10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月

おばたまつり

有緝小学校の新校舎

伊勢市合併記念式典

川曳に参加される
秋篠宮さまと眞子さま
　　（内宮参集殿付近）

お木曳行事（第一次）「川曳」
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こんな行事と出来事 がありました

1 

玉
城
町
長
更
の
一
部
地
域
を
伊
勢
市
の
行
政
区
域
に
変
更

1 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

2 

神
社
「
海
の
駅
」
の
駅
舎
を
開
設

8
〜
9 

伊
勢
楽
市
を
開
催

12
〜
13 

お
木
曳
初
式（
役
木
曳
）

16 

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
森
下
隆
生
さ
ん
が
第
２
代
伊
勢
市
長
に
当
選

29 

ご
み
ゼ
ロ
早
朝
清
掃
を
実
施

1 

い
せ
ト
ピ
ア
・
宮
本
支
所･

沼
木
支
所
に

 

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

5
〜
６
╱

４ 

お
木
曳
行
事（
第
一
次
）「
陸
曳
」

 
 

1 

宮
川
流
域
下
水
道（
宮
川
処
理
区
）を
一
部
供
用
開
始

1 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
大
雨
時
雨
量
情
報
の
文
字
放
送
を
開
始

10 

二
見
し
ょ
う
ぶ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

13 

伊
勢
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

16 

市
営
住
宅
二
俣
団
地
が
完
成

24 

第
1
回
障
害
者
体
育
祭
を
開
催

30 

新
市
建
設
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

 

1 

伊
勢
総
合
病
院
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
方
式（
医
療
費
の
計
算
方
式
「
定
額
払
い
方
式
」）を
導
入

1 

第
1
回
地
域
審
議
会
を
開
催

2 

勢
田
川
七
夕
大
そ
う
じ
を
実
施

7
〜
８
╱

31 

二
見
七
夕･

星
ま
つ
り
を
開
催

11 

伊
勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
を
策
定

15 

伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
を
開
催

22
〜
30 

お
木
曳
行
事（
第
一
次
）「
川
曳
」

28 

二
見
浦
が
国
指
定
文
化
財（
名
勝
）に
指
定

30 

お
木
曳
行
事（
第
一
次
）「
川
曳
」
に
秋
篠
宮
さ
ま
と
眞
子
さ
ま
が
ご
参
加

 
 

 
 

19 

お
ば
た
ま
つ
り
を
開
催

19 

パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
啓
発
事
業
と
し
て
「
二
人
日
和
」
上
映
会
と
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
開
催

 
 

4
〜
5 

全
国
夫
婦
岩
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

9
〜
10 

伊
勢
市
立
小
・
中
学
校
科
学
創
作
展
を
開
催

13 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、
新
市
建
設
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

 

財
政
収
支
見
通
し
、
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
を
公
表

23 

親
子
農
業
体
験
を
開
催

25 

市
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
新
た
に
20
台
設
置

8 

勤
労
者
ゆ
と
りT

･I･M
･E

　

you

・
ゆ
う
・
遊ing

を
開
催

10 

有
緝
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

14
〜
17 

伊
勢
お
お
ま
つ
り
を
開
催

16
〜
11
╱

20 

各
小
学
校
区
で
「
地
域
の〝
わ
〞懇
談
会
」
を
実
施

23
〜
11
╱

10 

小
俣
町
で
菊
花
展
を
開
催

24
〜
29 

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

27 

伊
勢
市
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式
を
開
催

27
〜
29 

灯
り
行
事
「
伊
勢
ヨ
イ
夜
ナ
」
を
開
催

28 

御
薗
ラ
ブ
リ
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
を
開
催

28 

幼
年
消
防
大
会
を
開
催

 
 

3 

伊
勢
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催

3 

賓
日
館
開
館
3
周
年
記
念
「
二
見
浦
・
浦
う
ら
談
義
Ⅳ
」
を
開
催

3
〜
6 

ふ
た
み
文
化
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
を
開
催

4 

愛
媛
県
西
条
市
か
ら
32
台
の
だ
ん
じ
り
が
来
勢

5
〜
25 

伊
勢
市
民
芸
能
祭
を
開
催

11
〜
12 

伊
勢
楽
市
を
開
催

12 

伊
勢
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

19 

地
産
地
消
推
進
イ
ベ
ン
ト
「
や
っ
ぱ
り
え
え
な
あ 

伊
勢
の
も
ん
」
を
開
催

22 
伊
勢
市
駅
前
再
生
検
討
委
員
会
を
開
催

23 
「
絆
の
森
」
を
開
設

25 
郷
の
恵
「
風
輪
」
を
開
設

26 

里
帰
り
伊
勢
音
頭
全
国
大
会
を
開
催

 
 

1 

市
役
所
本
館
ロ
ビ
ー
に
総
合
案
内
所
を
設
置

3 

お
伊
勢
さ
ん
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

3
〜
4 

伊
勢
市
立
小
・
中
学
校
教
育
美
術
展
を
開
催

4 

年
間
の
伊
勢
神
宮
参
拝
客
が
9
年
ぶ
り
に
６
０
０
万
人
を
突
破

7 

伊
勢
市
文
化
講
演
会
を
開
催

8 

小
俣
1
号
線
を
供
用
開
始

13 

市
議
会
議
長
に
佐
之
井
久
紀
さ
ん
、
同
副
議
長
に
工
村
一
三
さ
ん
が
就
任

13 

有
絹
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
発
電
を
開
始

31
〜
１
╱

３ 

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
実
施

 
 

1 

伊
勢
市
助
役
に
亀
井
秀
樹
さ
ん
が
就
任

4 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
伊
勢
神
宮
参
拝
の
た
め
来
勢

4 

工
芸
指
導
所
が
伊
勢
広
域
環
境
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転

7 

新
成
人
の
つ
ど
い
を
開
催

8 

伊
勢
市
消
防
出
初
め
式
を
開
催

12 

災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
を
卸
売
市
場
と
締
結

28 

二
見
ふ
れ
愛
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

 
 

3
〜
４ 

六
本
木
ヒ
ル
ズ
「
お
木
曳
」

４
〜
３
╱

４ 

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
りin

二
見
を
開
催

11 

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

 
 

3
〜
4 

二
見
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催（
予
定
）

26 

教
育
委
員
会
事
務
局
が
小
俣
総
合
支
所
に
移
転（
予
定
）

～平成18年度を振り返って～

平成18年度の伊勢市の「主な行事と出来事」を紹介します。

3月 2月 1月 12月 11月 　　　　　　　10月

御薗ラブリバーふれあい祭り

伊勢市合併記念式典

愛媛県西条市のだんじり

郷の恵「風輪」
総合案内所

おひなさまめぐり in 二見
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～子どもたちが健やかに育つため　あなたにできることがあります～
児童長寿課（☎�5561）

実
態
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

発
見
し
た
の
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
児

童
虐
待
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
死

亡
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
市
と
そ
の
近
隣
市
町
で

も
、
平
成
17
年
度
は
61
件
の
児

童
虐
待
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
南
勢
志
摩
児
童
相
談
所
の
統

計
に
よ
る
）

　
児
童
虐
待
は
、
主
に
家
庭
の
中

な
ど
、
ほ
か
の
人
に
は
見
え
に

く
い
所
で
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
誰
も
虐
待
に

気
付
か
な
か
っ
た
り
、
気
付
い

た
と
き
に
は
重
大
な
結
果
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
後
だ
っ
た
り
す

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

　

「
児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
は

よ
く
耳
に
す
る
け
ど
、
自
分
に

は
関
係
な
い
こ
と
だ
」

　

「
児
童
虐
待
は
、
特
殊
な
家

庭
で
起
こ
る
。
近
所
や
知
り
合

い
に
は
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
な
ん
て
い
な
い
」

　

そ
ん
な
風
に
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

　

児
童
虐
待
は
、
あ
な
た
が
思

う
よ
り
も
身
近
な
所
で
起
き
て

い
ま
す
。
決
し
て
「
人
ご
と
」

と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
が
気
付
い
て
行
動
す

る
こ
と
で
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
子
ど
も
の
命
や
体
や
心
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

Ｑ
．
児
童
虐
待
っ
て
、
子
ど
も

を
ひ
ど
く
殴
っ
た
り
、
子
ど
も

の
命
を
奪
っ
た
り
す
る
こ
と
で

す
か
？

Ａ
．
子
ど
も
が
「
健
や
か
に
育

つ
権
利
」
を
奪
う
行
為
は
す
べ

て
虐
待
と
い
え
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
一
般
に
左
表

の
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
虐
待
か
ど
う
か
は
、
そ

の
子
ど
も
の
立
場
に
な
っ
て
判

断
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

児
童
虐
待
に

　
　
　

気
付
く
た
め
に

Ｑ
．
私
の
周
り
に
は
児
童
虐
待

な
ん
て
な
い
け
れ
ど
、
ど
こ
で

起
こ
っ
て
い
る
の
？

Ａ
．
あ
な
た
の
身
近
な
所
で
起

こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」

「
ど
ん
な
人
で
も
」
発
見
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

児童虐待の種類
◦身体的虐待

生命・健康に危険を及ぼすような暴行を
加えること。
殴る、蹴

け

る、たばこの火を押し当てる、刃
物で切り付ける、首を絞める　など

◦性的虐待
子どもにわいせつな行為をすること、ま
たはさせること。
わいせつな行為を強要する、わいせつな写
真・映像の被写体にする、わいせつなビデ
オを見せる　など

◦心理的虐待
子どもの心に大きな傷を与えること。
暴言をあびせる、無視をする、差別的扱
いをする　など

◦養育の怠慢・拒否（ネグレクト）
子どもの養育を怠ったり放棄すること。
食事を満足に与えない、病気やけがを治療
しない、不衛生な状態で生活させる　など

児
童
虐
待
っ
て

　
　
　

ど
ん
な
こ
と
？

子
ど
も
へ
の
虐
待
（
児
童
虐
待
）
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～子どもたちが健やかに育つため　あなたにできることがあります～

児
童
虐
待
に

　
　
　

気
付
い
た
ら

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
の
中
な

ど
、
周
り
か
ら
は
見
え
に
く
い

所
で
起
こ
り
ま
す
。

　

「
子
ど
も
の
態
度
が
何
と
な

く
変
だ
な
」
と
感
じ
た
ら
、「
そ

ん
な
わ
け
が
な
い
」と
思
わ
ず
、

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
世
間
一
般
の
常

識
や
固
定
観
念
が
当
て
は
ま
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
虐
待
に
気
付
く
こ
と
が
、

子
ど
も
や
家
庭
を
救
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ
．「
児
童
虐
待
で
は
な
い
か

し
ら
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で

す
か
？

Ａ
．
市
役
所
や
児
童
相
談
所
に

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
や
そ
の
家
族
の
様
子

か
ら
、
児
童
虐
待
の
疑
い
が
あ

る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
、
下
記
の
連
絡
先

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
を
受
け
た
窓
口
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
子
ど
も
の
状
態

を
確
認
し
、
虐
待
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
各
関
係
機
関

で
協
力
し
、
対
応
し
ま
す
。

　

連
絡
し
た
人
に
つ
い
て
の
情

報
な
ど
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
は
虐
待
の
事

実
は
な
く
、
思
い
違
い
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
連
絡
し
た
人
の

責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

「
虐
待
か
も
…
」
と
不
安
を

抱
い
た
ま
ま
に
せ
ず
、
子
ど
も

の
安
全
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
中
の

　
　
　
　

皆
さ
ん
へ

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
楽

し
い
こ
と
や
充
実
感
を
感
じ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
は

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
、
心

身
共
に
疲
れ
切
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
子
ど
も
に
気
持
ち
を
ぶ
つ

け
て
し
ま
う
」「
子
ど
も
を
傷

つ
け
て
し
ま
い
そ
う
」
な
ど
と

感
じ
た
と
き
に
、
あ
な
た
の
苦

し
さ
を
聞
い
て
く
れ
る
人
は
い

ま
す
か
。

　

も
し
、
相
談
で
き
る
人
が
思

い
当
た
ら
な
い
と
き
は
、
左
記

の
相
談
窓
口
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
担
当
者
が
話
を
聞

き
ま
す
。

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
に
、

誰
に
も
相
談
で
き
な
い
の
は
、

苦
し
い
こ
と
で
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

こんなサインを見逃さないで

□体や着ているものが不衛生

□服装が季節に合わない

□あざや不自然なけががある

□表情が硬い・乏しい

□激しいかんしゃくを起こす

□不自然な泣き方で泣く

□遅くまで帰りたがらない

□飢
う

えたようにがつがつ食べる

□弱い者いじめ・動物いじめを

　する、花や木を乱暴に折る

□大人にしつこく甘える

□おどおどした態度をとる

など

児童虐待に関する連絡先〈子育て相談窓口〉
◦伊勢市児童虐待防止ネットワーク会議（児童長寿課内）
　☎�５５６１
◦健康課（中央保健センター）
　☎�２４３５
◦三重県児童相談センター（南勢志摩児童相談所）
　☎�５１４３
◦子育て家庭支援センター柊

ひいらぎ

（吹上2丁目）　
　☎�９５１８
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キャンペーン期間　3月31日㈯まで

みんなで盛り上げよう！！

伊勢志摩キャンペーン
最終回

　キャンペーンに関する問い合わせ先

 ㈳伊勢志摩観光コンベンション機構内・
 伊勢志摩キャンペーン実行委員会事務局（☎�0800）

　

昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
伊

勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
あ

と
1
カ
月
！

　

「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二

見
」
が
終
盤
を
迎
え
、
今
度
は

卒
業
旅
行
客
で
に
ぎ
わ
う
伊
勢

志
摩
を
、
寒
さ
が
和
ら
ぐ
こ
の

時
期
に
旅
し
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

通
年
で
行
わ
れ
る
体
験
イ
ベ

ン
ト
へ
参
加
し
た
り
、
季
節
の

も
の
を
味
わ
っ
て
み
た
り
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き

を
家
族
や
友
人
と
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
詳
し

い
情
報
は
、
観
光
政
策
課
、
近

観光政策課（☎�5565）

鉄
主
要
駅
、
伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・

志
摩
市
の
各
観
光
案
内
所
で
無

料
配
布
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.um
ashi-kuni.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
う
に
当
た
り
、
地
元
の
人
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
皆
さ

ん
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な

し
で
、
伊
勢
を
訪
れ
る
人
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
コ
ー
ナ
ー
も
、
今
回
で
最
終

回
と
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
3
月
で
終

了
し
ま
す
が
、
今
年
も
第
二
次

お
木
曳
行
事
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
伊
勢
神
宮
へ
の
参

拝
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
伊
勢
は
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　

「
あ
り
が
と
う
」
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
で
、
伊
勢
を
訪
れ
る
人

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
海
上
ア
ク
セ
ス
は
、

宇
治
山
田
港
と
中
部
国
際
空
港

を
船
で
結
ぶ
海
上
ル
ー
ト
で
す
。

　

市
は
現
在
、
民
間
事
業
者
の

参
入
に
よ
り
、
平
成
19
年
秋
の

就
航
を
目
指
し
て
「
伊
勢
湾
海

上
ア
ク
セ
ス
推
進
事
業
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
は
、
平
成
25
年
の
神
宮

式
年
遷
宮
に
向
け
て
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
に
も
情
報
を
発

信
す
る
重
要
な
時
期
に
あ
り
ま

す
。

　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お

い
て
も
、
中
部
国
際
空
港
か
ら

の
海
上
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
お
り
、
観
光
交
流
都
市

と
し
て
、
海
上
ア
ク
セ
ス
機
能

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
世
界

へ
の
玄
関
口
と
な
り
、
世
界
各

地
か
ら
の
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伊
勢
志
摩
地
域
の

観
光
振
興
に
寄
与
し
、
経
済
効

果
や
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
�
５
５
１
１
）

伊
勢
湾
海
上
ア
ク
セ
ス

23

約500m

駐車場用地の募集
　伊勢湾海上アクセス推進事業の拠点

となる旅客ターミナルの第2駐車場用地
として、賃貸していただける土地を募

集します。

募集要件（抜粋）

◦旅客ターミナルから半径500ｍ程度
以内にある（左図参照）

◦まとまった土地で、面積が 1000㎡以
上ある（筆数は複数でも可）

◦建物・工作物などがない（取り壊し・
移転などに対する補償はありません）

◦所有権以外の権利（抵当権など）が設
定されていない、または抹消できる

応募方法　3月20日㈫までに、所定の
用紙（まちづくり推進課にあります）に

必要事項を記入し、次の物を添えて同

課へ

◦位置図
◦写真（土地の全体が確認できるもの）
※詳しくは、まちづくり推進課へ問い

合わせてください。

旅客
ターミナル
   予定地

常滑市

伊勢市

伊勢湾
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狂犬病予防注射（集合注射）日程表
とき ところ（地区名と実施場所）

4月5日㈭

 9：00～ 9：45

二 見 町

今一色西浜

 10：00～ 10：50 西コミュニティセンター

 11：10～ 11：40 山田原公民館

 13：00～ 13：30 江コミュニティセンター

 13：50～ 14：50 二見公民館

4月6日㈮

 9：30～ 10：30 宇 治 浦 田 宇治公民館

 10：50～ 11：40 楠 部 町 四郷支所

 13：00～ 13：30
朝 熊 町

朝熊町会館

 13：45～ 14：00 朝熊市民館

 14：20～ 14：50 二 見 町 光の街コミュニティセンター

4月9日㈪

  9：00～  9：35 旭 町 梅谷電器駐車場

  9：50～ 10：20 前 山 町 宮本地区コミュニティセンター

 10：40～ 11：30 辻 久 留 上社神社

 13：00～ 13：50 岩 渕 伊勢市役所裏

 14：10～ 15：00 神田久志本町 消防本部

4月10日㈫

  9：00～  9：30 河 崎 河崎南側公民館

  9：45～ 10：20
船 江

的場公園

 10：40～ 11：35 船江会館

 13：00～ 13：35 一 之 木 一之木町会事務所

 13：50～ 15：00 八日市場町 福祉健康センター

4月11日㈬

  9：00～  9：40
大 倉 町

大倉うぐいす台公民館

  9：50～ 10：00 大倉町公民館

 10：15～ 10：35 佐 八 町 佐八町公民館

 10：50～ 11：35 津 村 町 津村町公民館

 13：00～ 13：20 円 座 町 旧南部農協円座支所

 13：35～ 14：05 上 野 町 沼木地区コミュニティセンター

 14：25～ 14：35 横 輪 町 横輪公民館

 14：50～ 15：00 矢 持 町 旧伊勢南部農協矢持購買所

4月12日㈭

 9：00～ 10：00 神 社 港 神社地区コミュニティセンター

 10：25～ 11：40 大 湊 町 大湊支所

 13：00～ 13：50 一 色 町 一色町公民館

 14：10～ 15：00 黒 瀬 町 黒瀬町公民館

4月13日㈮
  9：00～ 10：30 中 之 町 伊勢古市参宮街道資料館

 11：10～ 11：25 宇治今在家町 高麗広公民館

 13：00～ 14：50 勢 田 町 三重県伊勢庁舎

4月16日㈪

  9：00～  9：45 西 豊 浜 町 西豊浜町森区公民館

 10：05～ 10：50 東 豊 浜 町 東豊浜町西条公民館

 11：10～ 11：40 有 滝 町 有滝町民会館

 13：00～ 13：35 村 松 町 北浜地区コミュニティセンター

 14：05～ 14：40 東 大 淀 町 伊勢農業協同組合北浜支店東大淀

4月17日㈫

  9：10～  9：35 柏 町 柏町公民館

  9：55～ 10：40

小 俣 町

小俣北部公民館

 11：00～ 11：35 小俣明野保健福祉会館

 13：00～ 13：50 小俣総合支所

 14：10～ 14：50 上久保公民館

4月18日㈬

  9：00～ 9：50

小 俣 町

伊勢農業協同組合小俣支店

 10：05～ 10：50 小俣農村環境改善センター

 11：10～ 11：40 下小俣公民館

 13：00～ 13：50 中小俣公民館

 14：10～ 14：50 南本町公民館

4月19日㈭

  9：00～ 10：00 小 俣 町 湯田公民館

 10：20～ 11：30
上 地 町

城田地区コミュニティーセンター

 13：00～ 13：35 城田団地東公園

 13：50～ 14：15 小 俣 町 松倉農村公園

 14：30～ 15：00 宮 川 町 宮川町民会館

4月20日㈮

  9：00～ 10：50
御 薗 町

御薗総合支所

 11：05～ 11：50 高向公民館

 13：00～ 13：50 新高公民館

 14：10～ 14：50 一 之 木 一之木地区集会所

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
と
犬
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

料
金　

３
０
０
０
円

持
ち
物　

通
知
は
が
き
（
問
診

票
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
）、
ふ
ん
取
り
用
具

※
は
が
き
が
な
い
場
合
は
、
犬

の
登
録
確
認
が
で
き
る
鑑
札
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
は
、
首
輪
と
胴
輪
を
し
っ

か
り
と
着
け
、
注
射
の
際
に
犬

を
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
犬
の
ふ
ん
は
必
ず
飼
い
主

が
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録

対
象　

生
後
91
日
以
上
で
、
平

成
7
年
4
月
1
日
以
降
に
登
録

を
し
て
い
な
い
犬

料
金　

３
０
０
０
円

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

登
録
所
在
地
の
変
更
が
あ
っ
た

と
き
な
ど
は
、
環
境
政
策
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
鳴

き
声
や
ふ
ん
な
ど
で
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、
ペ
ッ
ト
を
社
会
の

ル
ー
ル
に
慣
れ
さ
せ
、
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

狂犬病の

環境政策課
（☎�5541）

予防注射と犬の登録
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資源循環課（☎�5543）

「
ガ
ラ
ス
類
」「
陶
磁
器
類
」
の

分
別
回
収

　

市
は
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
・

伊
勢
」
を
実
現
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
埋
め
立
て
処
理
を
し
て

い
た
「
ガ
ラ
ス
類
」(

ガ
ラ
ス

食
器
・
化
粧
品
の
び
ん
・
板
ガ

ラ
ス
な
ど)

、「
陶
磁
器
類
」（
茶

わ
ん
・
湯
飲
み
・
花
び
ん
・
土

鍋
な
ど
）
を
、
４
月
か
ら
分
別

回
収
し
ま
す
。

　

回
収
し
た
「
ガ
ラ
ス
類
」「
陶

磁
器
類
」
は
、
資
源
化
し
、
道

路
舗
装
の
材
料
や
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
19
年
度
版
「
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
で
き
ま

し
た

　

春
は
、
転
勤
や
就
職
・
進
学

な
ど
で
、
引
っ
越
し
が
多
い
時

季
で
す
。

　

住
所
が
変
わ
る
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

正
当
な
理
由
も
な
く
届
け
出

を
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り

す
る
と
、
過
料
を
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虚
偽
の
届
け
出
を
防

ぐ
た
め
、
窓
口
に
来
た
人
の
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
届

け
出
に
必
要
な
物
の
ほ
か
、
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
健

康
保
険
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
物
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
時
季
は
、
受
け

付
け
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
窓
口　

戸
籍
住
民
課
・

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・
各

支
所

受
け
付
け
時
間　

平
日
・
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
戸
籍

住
民
課
の
み
月
曜
日
は
午
後
7

時
ま
で
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
人
が
転
入
・
転
出
す

る
場
合
は
、
手
続
き
の
特
例
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

種類 届け出期間 届け出人 持参する物

転入 
市外から市内に 
住所を移したとき

住み始めてから 
14日以内

異
動
す
る
本
人
ま
た
は
世
帯
主

◦転出証明書…前住所地の市区町村長が発行したもの 
◦印鑑…本人または世帯主のもの（2人以上が異動するときは世帯主のもの） 
◦国民健康保険証…国民健康保険の加入者が、同保険の加入世帯に転 
　入するとき 
◦国民年金手帳…加入者のみ 
◦所得証明書など…児童手当受給認定や乳幼児などの各種医療費助成

　の資格認定を申請する人

転出 
市内から市外に

住所を移すとき

転出する 
おおむね 
2週間前から

◦印鑑…本人または世帯主のもの（2人以上が異動するときは世帯主のもの） 
◦印鑑登録証またはいせ市民カード…登録者のみ 
◦国民健康保険証…加入者のみ 
　※国民健康保険に加入している学生は、そのまま伊勢市の国民健康保

　　険証が使えます。なお、学生用の国民健康保険証が必要な人は、　

　　国民健康保険証・印鑑・在学証明書または学生証の写しを持参し、　

　　医療保険課国民健康保険給付係・各総合支所生活環境課・各支所の

　　いずれかで手続きをしてください。 

◦各種医療費助成の受給資格証…受給者のみ

◦介護保険被保険者証…加入者のみ

転居 
市内から市内に 
住所を移したとき

新しい住所地に 
住み始めてから 
14日以内

◦印鑑…本人または世帯主のもの（2人以上が異動するときは世帯主のもの） 
◦国民健康保険証…加入者のみ 
◦各種医療費助成の受給資格証…受給者のみ

春は引っ越しの時季です

（　 　）

（　 　）

（　 　）

問い合わせ先
住所異動全般について
…戸籍住民課戸籍住民係（☎�5547）
国民年金について
…戸籍住民課庶務係（☎�5554）
国民健康保険について
…医療保険課国民健康保険給付係（☎�5646）
各種医療費助成について
…医療保険課福祉医療係（☎�5552）
児童手当について…児童長寿課（☎�5561）
介護保険について…介護保険課（☎�5560）

戸籍住民課（☎�5547）
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課
税
課
軽
自
動
車
税
担
当

（
☎
�
５
５
３
１
）

第
12
回

　

軽
自
動
車
税
は
、
バ
イ
ク
・

軽
四
輪
・
小
型
特
殊
自
動
車
な

ど
の
所
有
者
に
対
し
て
か
か
る

税
金
で
す
。

税
額

　

表
①
の
と
お
り
、
車
種
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日

現
在
、
車
両
登
録
が
あ
る
人
に

対
し
、
年
額
で
か
か
り
ま
す
。

　

月
割
り
課
税
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

納
付
方
法

　

納
税
通
知
書
を
５
月
上
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
税
で
き
ま
す
！

　

平
成
18
年
度
分
か
ら
、
軽
自

動
車
税
は
、
金
融
機
関
の
ほ
か

軽
自
動
車
税　

編
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
税
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
税
で
き
る
の
は
、
5
月
31
日

ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
原
付
を
4
月
3
日
に
廃
車

に
し
ま
し
た
が
、
5
月
に
な
っ

て
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
。

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務

は
、
4
月
1
日
現
在
、
登
録
し

て
い
る
人
に
あ
り
ま
す
の
で
、

今
年
度
は
納
税
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
．
名
義
変
更
を
し
た
い
の
で

す
が
、
ど
こ
へ
行
け
ば
よ
い
で

す
か
？

Ａ
．
車
種
に
よ
っ
て
届
け
出
先

が
異
な
り
ま
す
。

　

表
①
の
届
け
出
先
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
表
②
の
よ

う
な
場
合
は
、
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
物
な
ど
、

詳
し
く
は
、
届
け
出
先
の
窓
口

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

表①
車種 年税額（円） 届け出先

原動機付自転車

第一種（50cc まで） 1,000 

課税課軽自動車税担当 
各総合支所税務窓口　　　　　

第ニ種乙（90cc まで） 1,200 
第ニ種甲（125cc まで） 1,600 
ミニカー 2,500 

小型特殊自動車
農耕用（トラクター・コンバインなど） 1,600 
そのほか（フォークリフト・　）　　　　　　 ロードローラーなど 4,700 

軽自動車

二輪（126cc ～ 250cc） 2,400 軽自動車協会（☎津059-234-8611 ）
三輪 3,100 

軽自動車検査協会 
（☎津059-234-8431）四輪

乗用
営業用 5,500 
自家用 7,200 

貨物用
営業用 3,000 
自家用 4,000 

二輪の小型自動車（251cc 以上） 4,000 三重運輸支局（☎050-5540-2055 ）

表②
手続き 必要な場合

廃　　車

・すでに廃棄処分し、現在所有していないとき

・盗難に遭
あ

い、現在もまだ見つからないとき

・今後使用する見込みがない車両を所有しているとき

名義変更
・車両を譲ったとき
・車両を譲ってもらったとき

住所変更
・伊勢市に転入してきたとき
・伊勢市から転出するとき

　

平
成
19
年
度
版
「
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
「
広

報
い
せ
」
3
月
号
と
同
時
配
布

し
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、4
種
類（
旧

伊
勢
市
・
二
見
町
・
小
俣
町
・

御
薗
町
）
あ
り
、
表
紙
の
色
や

内
容
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
方
法
や
資
源
物

回
収
日
な
ど
、
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
た
い
情
報
が
た
く
さ
ん

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
燃
え
な
い
ご
み
」
を
「
金
属
・

そ
の
他
」
に
変
更

　

4
月
か
ら
、「
燃
え
な
い
ご

み
」
の
呼
び
方
を
「
金
属
・
そ

の
他
」
に
変
更
し
ま
す
。

「
金
属
・
そ
の
他
」
の
出
し
方

を
統
一

　

市
内
全
域
で
「
金
属
・
そ
の

他
」
の
出
し
方
を
統
一
す
る
た

め
、
二
見
町
・
小
俣
町
・
御
薗

町
の
「
金
属
・
そ
の
他
」
の
出

し
方
を
、
一
部
変
更
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
紆う

よ余
曲
折

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
⑳
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://skc.e-ise.net/

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス skc@

e-ise.net

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
参
画
交
流
課
内　

☎
�
５
５
４
９
）

パルティ 4 コマ劇場

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ（
非
営
利
団
体
）が
話

題
に
な
っ
た
の
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
と
き
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
躍
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
が
で
き
、
市
民
が
担
う

公
益
活
動
が
法
人
格
を
取
れ
る

よ
う
に
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は

順
調
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
に
は
違
法
な
行

為
を
す
る
法
人
も
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
も
、事
務
作
業
に
疎う
と

い
た
め
、

会
計
報
告
や
事
業
報
告
を
期
日

ま
で
に
提
出
で
き
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
、
3
分
の
1
程
度
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
新
聞
紙

面
を
飾
る
と
、
一
生
懸
命
こ
つ

こ
つ
と
活
動
を
し
て
い
る
ほ
か

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
で
、
悪
く
見

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
を

よ
り
良
く
す
る
の
は
、
わ
た
し

た
ち
市
民
の
力
に
か
か
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
か
ら
大
丈
夫
と
安

易
に
考
え
ず
、
信
用
で
き
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

「
お
金
は
な
い
け
れ
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ら
で
き
る
」
と
か

「
時
間
が
な
い
け
れ
ど
寄
付
な

ら
で
き
る
」
な
ど
、
自
分
な
り

の
仕
方
で
参
加
し
て
み
る
こ
と

で
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

へ
の
理
解
が
深
ま
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

（第８回）

　

市
内
在
住
の
外
国
人
は
、
年

々
増
加
し
、
外
国
人
登
録
者
数

は
約
１
４
０
０
人
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
も
、

外
国
人
と
交
流
し
た
り
、
外
国

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
会
員
数
が
約
２

０
０
人
で
、
日
本
語
学
習
を
支

援
す
る
「
い
せ
日
本
語
教
室
」

や「
世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー
」

「
国
際
理
解
講
座
」
な
ど
を
開

催
し
、
国
際
交
流
の
促
進
、
国

際
化
へ
の
理
解
や
意
識
を
高
め

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、「
い
せ
日
本
語
教

室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

学
習
者
の
多
く
は
、
就
労
・

研
修
・
国
際
結
婚
に
よ
り
伊
勢

市
近
郊
に
住
ん
で
い
る
外
国
籍

の
人
で
、
日
本
語
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

明
る
く
開
か
れ
た
雰
囲
気
の
中

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
と

熱
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
の
ほ
か
に
、
パ

ー
テ
ィ
ー
で
の
餅
つ
き
体
験
や
、

お
お
ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
、

日
本
の
習
慣
に
な
じ
み
、
早
く

地
域
社
会
に
溶
け
込
め
る
よ
う

考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
は
、
毎
週
火
曜
日
・
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
と
毎
週
木

曜
日
・
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
、

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
南
館

（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）で
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

「いせ日本語教室」の様子



　 図書館だより

平成19年3月号1�

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 31

■おはなし会
● 赤ちゃんおはなし会 3月8日㈭、 午前11時～
● たんぽぽおはなし会 3月10日㈯、 午後3時～
● ピッポの会・紙芝居 3月18日㈰、 午前10時30分～
● 図書館おはなし会（春休みスペシャル） 
  3月24日㈯、午後3時～
※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。

■上映会
と　き 3月17日㈯、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「ファイナルファンタジー」（ＣＧアニメ）

■ギャラリー展示
●盆石展
　3月2日㈮～4日㈰、午前9時～午後7時
　（最終日は午後４時まで）
●なのはなペン習字展
　3月7日㈬～12日㈪、午前9時～午後7時
　（初日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
●木目込み人形展
　3月14日㈬～19日㈪、午前9時～午後7時
　（最終日は午後3時まで）
●洋画展
　3月21日㈷～26日㈪、午前9時～午後7時
　（初日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
※いずれも場所は 2階です。

■新刊案内
＜一般書＞
● 伊勢神宮ひとり歩き　神の森のヴィジュアルガイド
ブック

● サクラ　和ごころ親ごころ
● どこから笑顔が　ホスピスでいのちに寄り添って
● 世界遺産が消えてゆく
● よろしく青空
＜児童書＞
● トイレの大常識
● 龍のすむ森
● これなあに　はる・なつ・あき・ふゆ
● ボッケ

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日
と　き 3月11日㈰、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「ロスト・ワールド」（アーサー・コナン・ド

イル原作、無声映画〔字幕〕）

■春休み子ども映画会
と　き 3月25日㈰、①午前10時～・②午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 ①「ユニコ 2」（手塚治虫原作）・②「ハリー・

ポッターと賢者の石」

■雑誌リサイクルフェア
と　き 3月18日㈰、午前9時20分～午後4時
ところ 2階・視聴覚室
内　容 不用になった雑誌を、図書館利用者の皆さん

に無償で提供します
 ※一般図書はありません。

■施設利用抽選会（4～6月分）
と　き 3月6日㈫、午前10時～（受け付けは午前9

時50分～）
ところ 2階・視聴覚室

■新刊案内
＜一般書＞
● 毎日楽しむ名文365
● 近鉄の廃線を歩く
● 2007年団塊定年！日本はこう変わる
● 街道・古道を歩く　西日本編
● ［モノの作り方］がズバリ！わかる本　おもしろ図解版  
＜児童書＞
● 365 まいにちペンギン
● おべんとうバス
● あなたに贈る物

ストーリー

語　講談社青い鳥文庫スペシャル短
編集

● ピトゥスの動物園
● 心をそだてるはじめての日本の歴史名場面101

（3月） （3月）

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時

伊勢図書館　☎21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎29-3900　FAX29-3902

●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日 ●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

25

1



平成19年3月号 �0

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内　科 
小児科

内 科 医 師

日曜日・祝日

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

歯　科 歯 科 医 師

夜間 
19：30～ 22：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）

料理講習会（時間：午前9時30分～午後1時）

とき ところ

3月13日㈫ 小俣保健センター

3月15日㈭ 江コミュニティセンター

3月17日㈯ 福祉健康センター

3月23日㈮ ハートプラザみその

3月28日㈬ 福祉健康センター

健
康
課 

（
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
病
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

休日・夜間応急診療所

離
乳
食
教
室

と
き　

3
月
15
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

3
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

幼
児
食
教
室

と
き　

3
月
8
日
㈭
、
午
前
10

時
〜
午
後
1
時

と
こ
ろ　

二
見
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
1
・
2
歳

児
の
保
護
者

内
容　

1
・
2
歳
児
の
食
生
活
を

中
心
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
の
つ
く

り
方
な
ど
の
お
話
、
調
理
実
習

　

高
齢
者
が
、
い
つ
ま
で
も
介

護
を
必
要
と
せ
ず
、
自
分
ら
し

く
生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
音
楽
療
法
を

取
り
入
れ
た
認
知
症
予
防
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

3
月
26
日
㈪
、
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

内
容　

講
演
・
実
技
「
介
護
予

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

お
も
て
な
し
料
理

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

3
月
1
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

定
員　

20
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
ご
は
ん
（
お
に
ぎ
り

な
ど
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
℻
で

健
康
課
へ

介
護
予
防
講
演
会

〜
音
楽
で
脳
を
生
き
生
き
と
〜

防
と
音
楽
療
法
に
つ
い
て
〜
み

ん
な
で
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
〜
」（
講
師

：

音
楽
療
法
士
）

定
員　

50
人
程
度

申
し
込
み　

3
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

　

な
お
、
左
表
の
時
間
以
外
や

診
療
科
目
以
外
の
診
療
を
受
け

た
い
人
・
重
症
の
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
☎
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
一
次
救
急
へ

　

最
近
、
一
次
救
急
医
療
機
関

で
あ
る
か
か
り
つ
け
の
医
院
や

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
で
対

応
で
き
る
人
が
、
休
日
や
夜
間

に
、
二
次
救
急
医
療
機
関
（
山

田
赤
十
字
病
院
や
伊
勢
総
合
病

院
）
を
直
接
訪
れ
、
受
診
す
る

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
の
対
象
者

で
あ
る
重
症
患
者
が
診
察
を
受

け
る
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
く

な
り
、
ま
た
、
当
直
医
師
の
負

担
も
大
き
く
な
る
な
ど
、
二
次

救
急
医
療
に
影
響
が
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

風
邪
な
ど
の
比
較
的
軽
症
の

場
合
は
、
ま
ず
一
次
救
急
医
療

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



平成19年3月号�1

〈問い合わせは、各会場（中央保健センターは健康課、二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは御薗総合支所福祉健康課）へ〉

内　　容 と　　き ところ 対象

子育て相談

3 月 6 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00
3 月 13 日 ㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

3 月 20 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

3 月 27 日 ㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター
3 月 28 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

成人健康相談

3 月 1 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

市内在住の人
3 月 7 日㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター
3 月 13 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその
3 月 15 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 3 月 1 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

■そのほか〈問い合わせは、伊勢保健福祉事務所（☎�5148 ）へ〉

内　　容 と　　き ところ

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（3月13日、17：30～ 19：00） 伊勢保健福祉事務所

こころの健康相談（要予約） 第4木曜日（3月22日、13：00～ 15：00）

■各会場で行うもの

（No.14）

3月の主な相談など

　

市
は
、
今
年
度
か
ら
「
伊
勢

市
子
ど
も
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
を
立
ち
上
げ
、市
内
の
小
・

中
学
生
が
い
じ
め
や
差
別
な
ど

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

場
を
設
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち

の
言
葉
で
真
剣
に
話
し
合
う
光

景
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
社
会

の
在
り
方
を
反
省
さ
せ
ら
れ
る

と
同
時
に
、
い
じ
め
や
差
別
を

解
決
す
る
方
向
性
を
指
し
示
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
生
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

昨
年
11
月
29
日
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
、
小

学
6
年
生
・
約
１
７
０
人
（
各

校
の
代
表
者
）
が
参
加
し
、
3

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
（
い

じ
め
・
人
権
・
高
齢
者
）
の
作

文
を
発
表
し
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想
よ
り

◦
い
じ
め
か
ら
立
ち
直
れ
て
す

ご
い
と
思
っ
た
し
、
人
の
心
を

動
か
す
よ
う
な
作
文
だ
っ
た

◦
い
じ
め
ら
れ
る
人
を
助
け
る

側
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

実
感
で
き
た
い
い
機
会
だ
っ
た

◦
あ
ら
た
め
て
祖
父
母
、
友
達

の
大
切
さ
が
分
か
っ
た

◦
前
向
き
に
向
か
っ
て
い
く
と

こ
ろ
に
感
動
し
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
人
間
は
一
人
じ
ゃ
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
お
か
げ
で
生

き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
人

間
は
嫌
な
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
、

い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
だ
な
、

人
間
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た

中
学
生
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

昨
年
12
月
13
日
、
ハ
ー
ト
プ

ラ
ザ
み
そ
の
で
、
中
学
1
〜
3

年
生
・
約
３
４
０
人
（
各
校
の

代
表
者
）
が
参
加
し
、
4
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
（
在
日
韓

国
人
差
別
・
部
落
問
題
・
い
じ

め
・
自
己
表
現
）
の
作
文
を
発

表
し
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想
よ
り

◦
い
じ
め
や
差
別
を
な
く
す
に

は
、「
人
間
は
一
人
一
人
違
っ

て
当
り
前
」
と
受
け
止
め
る
こ

と
だ
と
分
か
り
ま
し
た

◦
在
日
韓
国
人
・
在
日
朝
鮮
人

の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た

◦
「
部
落
差
別
な
ん
て
ど
こ

に
あ
る
の
？
」
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
こ
ん
な
に
も
近
く
に
あ

っ
て
驚
い
た
し
、
も
っ
と
学
ば

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た

◦
「
大
人
た
ち
が
い
じ
め
や
差

別
を
す
る
か
ら
、
そ
の
影
響
で

わ
た
し
た
ち
子
ど
も
も
い
じ
め

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
わ
た
し

は
自
分
た
ち
の
世
代
か
ら
、
大

人
社
会
を
変
え
よ
う
と
思
っ
た

◦
わ
た
し
も
つ
ら
い
こ
と
が
あ

っ
た
け
ど
、
同
じ
経
験
を
し
て

い
る
人
が
い
て
気
持
ち
が
少
し

楽
に
な
り
ま
し
た

人権政策課

（☎�5546）

子
ど
も
た
ち
自
身
が
い
じ
め
や

差
別
を
語
る
機
会
を
！
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生
活
に
お
困
り
の
ご
家
庭
に

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を

援
助

学
校
教
育
課

3
月
23
日
㈮
ま
で
（
☎
�
5
6
2
2
）

3
月
26
日
㈪
以
降
（
☎
�
7
8
7
9
）

　

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
、
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
、学
用
品
費
・

給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。

　

援
助
を
希
望
す
る
人
は
、
各
学
校
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

認
定
基
準

◦
世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
、
生
活
保

護
基
準
額
の
1.5
倍
以
内
の
家
庭

◦
前
記
以
外
で
、
前
年
度
ま
た
は
本
年

度
が
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

特
に
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
家
庭

◦
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止

◦
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

◦
国
民
年
金
の
掛
け
金
が
減
免

◦
国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
ま
た
は
徴

収
猶
予

◦
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

◦
そ
の
ほ
か
、
収
入
が
不
安
定
で
学
校

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

伊
勢
市
奨
学
金

高
校
生
・
高
専
生
・
大
学
生
の

奨
学
生
を
募
集

学
校
教
育
課

3
月
23
日
㈮
ま
で
（
☎
�
5
6
2
8
）

3
月
26
日
㈪
以
降
（
☎
�
7
8
8
1
）

受
給
資
格　

次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満

た
す
人

◦
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
の
子
ど
も

な
ど
で
あ
る

◦
4
月
現
在
、
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
の
い
ず
れ
か
に
在
学
し
て

い
る

◦
学
業
が
特
に
優
良
で
、
学
資
に
乏
し

い
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

※
奨
学
生
は
、
市
長
が
委
嘱
・
任
命
す

る
選
考
委
員
の
会
議
で
選
考
し
ま
す
。

支
給
年
額
（
返
済
不
要
）

◦
高
等
学
校
…
（
公
立
）
6
万
６
０
０

０
円
、（
私
立
）7
万
２
０
０
０
円

◦
高
等
専
門
学
校
…
9
万
６
０
０
０
円

◦
大
学
…
（
県
内
）9
万
６
０
０
０
円
、

（
県
外
）12
万
円

支
給
期
間　

い
ず
れ
も
当
該
年
度
（
1

年
間
）

提
出
書
類

◦
伊
勢
市
奨
学
金
支
給
申
請
書

◦
在
学
証
明
書

◦
学
校
長
ま
た
は
学
部
長
の
推
薦
書

◦
学
業
成
績
証
明
書

◦
世
帯
員
全
員
の
住
民
票（
続
柄
記
載
）

の
写
し

◦
所
得
が
あ
る
世
帯
員
全
員
の
所
得
証

明
書

◦
作
文
（
４
０
０
字
程
度
で
自
筆
）

申
し
込
み　

4
月
5
日
㈭
〜
20
日
㈮（
土

曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
所
定
の
用

紙
（
3
月
1
日
㈭
以
降
、
同
課
・
戸
籍

住
民
課
・
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

伊
勢
市
育
英
基
金
に
寄
附
の
ご
協
力
を

　

伊
勢
市
育
英
基
金
は
、
伊
勢
市
奨
学

金
制
度
の
高
専
生
・
大
学
生
へ
の
奨
学

金
支
給
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
奨
学
金
制
度
は
平
成
19
年
度

で
41
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
奨
学
生
の

増
加
と
寄
附
の
減
少
に
伴
い
、
育
英
基

金
は
年
々
減
少
し
、
平
成
22
年
度
に
は

底
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

育
英
基
金
が
無
く
な
る
と
、高
専
生
・

大
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
奨
学
金
を

支
給
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

郷
土
資
料
館
特
別
展

華
寿

～
慶
谷
隆
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
～

文
化
振
興
課

3
月
23
日
㈮
ま
で
（
☎
�
5
６
２
３
）

3
月
26
日
㈪
以
降
（
☎
�
7
8
8
4
）

と
き　

2
月
17
日
㈯
〜
4
月
1
日
㈰
、

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
月
曜
日

を
除
く
）

と
こ
ろ　

郷
土
資
料
館
・
2
階
特
別
展

示
室

内
容　

旧
伊
勢
市
名
誉
市
民
の
故
・
慶

谷
隆
夫
さ
ん
の
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
慶
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
伊
藤
小
し
ょ
う

坡は

が

直
接
贈
呈
し
た
名
品
な
ど
の
書
画
）
を

展
示
し
ま
す

入
館
料　

大
人
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
80
円
（
常
設
展
共
通
、
団

体
割
引
あ
り
、
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭

の
日
」
で
無
料
）

納
付
金
の
納
付
状
態
が
悪
い
な
ど
、
生

活
状
態
が
苦
し
い
と
認
め
ら
れ
る
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浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

環
境
政
策
課
（
☎
�
5
5
4
２
）

伊
勢
農
林
商
工
環
境
事
務
所
（
☎
�
5
４
０
５
）

　

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
種
目
の
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
一
同
に
集
い
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
観
戦
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

3
月
27
日
㈫
・
28
㈬
、
午
前
8

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

市
営
庭
球
場
、
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
、
県
営
総
合
競
技
場
体
育
館

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
認
定

環
境
政
策
課（
☎
�
５
５
４
０
）

都
道
府
県
対
抗

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

3
月
23
日
㈮
ま
で
（
☎
�
5
6
2
4
）

3
月
26
日
㈪
以
降
（
☎
�
7
8
9
1
）

伊
勢
総
合
病
院

眼
科
の
外
来
診
療
を
縮
小

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
�
5
１
１
１
）

　

同
病
院
の
眼
科
で
は
、
当
地
域
の
医

師
不
足
の
影
響
に
よ
り
、
常
勤
医
師
が

不
在
と
な
る
た
め
、
4
月
以
降
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
外
来
診
療
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

現
在
通
院
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
3

月
末
ま
で
他
院
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
処
理
す
る
施
設
で
す
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
は
、
定
期
的
な
維
持
管
理
を

怠
る
と
、
悪
臭
の
発
生
や
汚
れ
た
水
の

流
出
な
ど
、
川
や
海
を
汚
す
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
川
や
海
を
守
る
た
め
、
浄

化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
の
管
理
者
に
次

の
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

◦
保
守
点
検（
年
3
〜
4
回
）…
微
生
物

の
管
理
、
付
属
機
器
の
点
検

◦
清
掃（
年
1
回
以
上
）…
浄
化
槽
内
に

た
ま
っ
た
汚
泥
の
引
き
抜
き

◦
法
定
検
査（
年
1
回
）…
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
を
総
合
的
に
判

断
す
る
た
め
の
検
査

法
定
検
査
の
問
い
合
わ
せ
先

　

社
団
法
人
三
重
県
水
質
保
全
協
会（
☎

津
０
５
９
・
２
２
６
・
０
０
１
０
）

浄
化
槽
法
の
改
正

　

昨
年
2
月
1
日
、
浄
化
槽
法
が
改
正
さ

れ
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
に
つ
い
て

の
水
質
基
準
や
、
浄
化
槽
の
使
用
廃
止

届
の
提
出
、
法
定
検
査
を
受
検
し
な
い

場
合
の
罰
則
規
定
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
㈰
か
ら

浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
新
方
式
を
導
入

　

4
月
1
日
㈰
か
ら
、
浄
化
槽
の
法
定

検
査
（
11
条
検
査
）
に
新
検
査
方
式
を

導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
的
確
に

発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
数
値
で
把
握
す

る
た
め
、
水
質
検
査
と
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
検

査
を
導
入
し
、
従
来
の
外
観
検
査
項
目

　

「
広
報
い
せ
」
11
月
号
と
同
時
に
配

布
し
た
チ
ラ
シ
「
地
球
に
ｅえ
〜

こ
ｃ
ｏ
と
始

め
ま
せ
ん
か
？
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

昨
年
11
月
〜
2
月
ま
で
の
4
カ
月
間
、

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
し
、
結
果
を

報
告
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
エ
コ
フ

ァ
ミ
リ
ー
認
定
証
と
応
援
グ
ッ
ズ
を
進

呈
し
ま
す
。

　

3
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
同
課
へ
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。

稲
作
学
校

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
5
６
３
８
）

　

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
精
米
ま
で
の

農
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

作
業
日　

４
月
〜
９
月
の
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
の
う
ち
10
日
程
度

と
こ
ろ　

西
豊
浜
町

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

申
し
込
み　

3
月
30
日
㈮
ま
で
に
同
事

務
局
へ

※
参
加
し
た
人
に
は
、
皆
さ
ん
で
作
っ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
1
人
に
つ
き
10
㎏
）

を
進
呈
し
ま
す
。

不
動
産
公
売
を
実
施

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構

（
☎
津
0
5
9・2
1
3・7
3
5
5
）

　

不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

3
月
13
日
㈫
、
午
前
10
時
30
分

〜
11
時

と
こ
ろ　

三
重
県
津
庁
舎
・
6
階
第
61
会

議
室
（
津
市
桜
橋
3
丁
目
４
４
６

－

34
）

※
詳
し
く
は
、
同
機
構
へ
問
い
合
わ
せ

る
か
、
同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ ht

tp://w
w
w
.zei-kikou.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

の
重
点
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
検
査
料
金
が
改
定
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
県
政
だ
よ
り

み
え
」
3
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
8
回
特
別
弔
慰
金

受
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

福
祉
総
務
課
（
☎
�
5
5
5
7
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
☎
�
1
1
1
3
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
☎
�
7
8
6
2
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
☎
�
0
2
3
5
）

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
17
年
4
月
1
日
現
在
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
対
象
者
は
、
第
8

回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
の

記
名
国
債
（
10
年
償
還
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

次
に
該
当
す
る
順
位
が
一
番

早
い
遺
族
（
1
人
）

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
て
、
戦
没
者
な
ど
と
姓
が
同
じ
①
父

母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

⑷
前
記
⑶
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

⑸
前
記
⑴
〜
⑷
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
3
親
等

内
の
親
族

請
求
受
け
付
け　

平
成
20
年
3
月
31
日

ま
で
に
、
福
祉
総
務
課
・
各
総
合
支
所

福
祉
健
康
課
へ

※
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
添

付
書
類
の
整
備
に
多
少
の
時
間
を
要
す

る
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

ご
案
内

障
害
福
祉
課
（
☎
�
５
５
５
８
・
ＦＡＸ
�
５
５
５
５
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
☎
�
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
☎
�
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
☎
�
０
２
３
５
）

　

障
害
が
あ
る
人
を
自
宅
で
介
護
・
養

育
し
て
い
る
家
庭
に
、
次
の
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は

審
査
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

支
給
額　

月
額
2
万
６
４
４
０
円

対
象　

日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
（
重
度
の
障
害
が

重
複
し
て
い
る
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
程

度
の
状
態
）
に
あ
る
20
歳
以
上
の
人

※
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
で

も
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

支
給
額　

月
額
1
万
４
３
８
０
円

対
象　

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
（
重
度
の
精
神
障
害
者
、

Ｉ
Ｑ
〔
知
能
指
数
〕
20
以
下
の
知
的
障

害
者
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

と
２
級
の
一
部
に
該
当
す
る
程
度
）
に

あ
る
20
歳
未
満
の
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
額 

1
級
…
月
額
5
万
７
５
０
円

 

2
級
…
月
額
3
万
３
８
０
０
円

対
象　

重
度
の
精
神
障
害
者
、
知
的
障

害
者
（
最
重
度
〜
中
度
）、
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級
と
4
級
の
一

部
に
該
当
す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
20

歳
未
満
の
人
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

や
す
ら
ぎ
公
園
墓
所
の
ご
案
内

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所（
☎
�
8
5
0
9
）

　

こ
れ
か
ら
墓
所
を
購
入
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
は
、
一
度
や
す
ら
ぎ
公
園

墓
所
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
墓
地
の
継
承
者
に
つ
い
て
心

配
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
永
代
管
理

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

墓地価格表

墓所面積 
( ㎡ )

永代使用料 ( 円 )
東向区画 西向区画

2 208,000 192,000 
3 312,000 288,000 
4 420,000 388,000 
6 636,000 588,000 
8 856,000 －

10 1,080,000 －

12 1,296,000 －

20 2,160,000 －
※墓地管理料は、1㎡につき780円／年です。

永代管理料
墓所面積 

( ㎡ )
永代管理料 

( 円 )

2 600,000 
3 790,000 
4 990,000 
6 1,380,000 
8 1,780,000 
10 2,200,000 

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
☎
�
5
5
4
9
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

18
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

常
磐
西
世
古
町
内
会　

太
鼓
購
入

東
豊
浜
町
西
条
自
治
会　

太
鼓
購
入

常磐西世古町内会

東豊浜町西条自治会
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伊勢市テレビ広報

「みて・きいて伊勢」

■勢田川水質調査結果 アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル 

■ニュース　※毎日午後7時更新
■リポート（企画番組） ※毎週日曜日午後7時以降更新
■ミニコーナー（情報番組） 　※随時更新
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前6時
～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまとめ
て放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎�5515 ）

コミュニティチャンネル

 アナログ 10 チャンネル 

■特集（3月）
● コミュニティバスの運行

■お知らせ

2 ／ 26～3 ／ 4
● 介護予防講演会

3 ／ 5～11
● このごみ、何ごみ？
● 市・県民税の申告会場と日時

3 ／ 12～18
● 未定

3 ／ 19～25
● 住民異動手続き

3 ／ 26～4 ／ 1
● 住民異動手続き

■市民活動ニュース「おいないパルティ」　

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。
　また、市議会3月定例会本会議および予算特別委員会（設置された
場合）を、会議があった日の翌日の午後2時と午後7時から放送します。

 

 アナログ 21 チャンネル 

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン
ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情報・

お天気情報・防災情報をお伝えします。

測定地点
勢田川

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

BOD
（mg／ℓ）

H19年
1月結果 5.7 2.1 29.0 2.2

H18年
1月結果 6.5 14.0 1.8 1.0

H17年度
平均

3.5 7.5 3.8 2.0

環境基準 5mg／ℓ以下（勢田大橋）

（1月12日 西日本技術コンサルタント 分析 )

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の

申
告
を
受
け
付
け
中

課
税
課
市
民
税
係
（
☎
�
5
5
3
4
）

伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門
（
☎
�
3
1
9
4
）

　

市
・
県
民
税
と
所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
告
会
場
は
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）
で
す
。

　

な
お
、
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
二
見
総
合
支
所
・
3
階
第
1
会

議
室
、
小
俣
公
民
館
・
1
階
第
1
会
議

室
、
御
薗
公
民
館
・
2
階
講
堂
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
3
月
15
日
㈭
で
す
の
で
、

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、

4
月
2
日
㈪
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

4
月
8
日
㈰
は

知
事
選
挙
・
県
議
会
議
員
選
挙

 

選
挙
管
理
委
員
会（
☎
�
５
６
３
５
）

県
下
統
一
標
語

　

選
び
ま
す

　
　

す
て
き
な
三
重
に
し
た
い
か
ら

お詫びと訂正　課税課市民税係（☎�5534 ）

　「平成19年度市・県民税申告書」を送付
した封筒の二見総合支所税務課の電話番号
に誤りがありました。お詫びして訂正します。
 　正〈0596〉42－1145（直）

平成19年6月から、あなたの市・県民税が増えます
ただし、所得税が減額されるため、あなたの税負担
は変わりません
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種別 相談日など

消費生活

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 三重県栄町庁舎
 （消費生活相談窓口）
 （☎津059－228－2212 ）　 

商工政策課（☎21－5512 ）

婦 人
と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時
ところ 福祉総務課（☎21－5556 ）

母 子
と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561 ）

家庭児童
と　き 月曜日～金曜日　
 午前8時30分～午後5時
ところ 児童長寿課（☎21－5561 ）

乳 幼 児
と　き 月曜日～金曜日 
 午前9時～午後4時
ところ 大世古保育所（☎25－3676 ）

家庭教育

と　き 火曜日～日曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」
 （生涯学習センターいせトピア内）

（☎21－0910 ）

教 育
小・中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

（☎22－0285、22－0347 ）
 ※3月26日㈪以降は、8ページを参照

カウンセラーによる

カウンセリング
（小・中学生の教育）

〈要予約〉

と　き 毎週水曜日・木曜日  
 午後１時～5時
ところ 教育研究所
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

（☎22－0285、22－0347 ）
 ※3月26日㈪以降は、8ページを参照

青 少 年
（非行・いじめなど）

と　き 月曜日～金曜日
 午前9時～午後4時
ところ 青少年相談センター
 （厚生中学校内）
 （☎28－6344 ）

就 職

と　き 毎週火曜日　午前10時～午後4時
ところ サンライフ伊勢
対　象 市内に在住または通勤している
 35歳以下の人、またはその保護

者、学校の進路担当教諭
定　員 1日につき 5人まで（先着順）
申し込み おしごと広場みえ（☎津059－
 222－3309）または、商工政策
 課（☎21－5568 ）へ電話

種別 相談日など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日
 午前9時～午後5時
ところ 中高年齢者職業相談室

 （サンライフ伊勢内）

 （☎28－1267 ）

老 人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日
 午前8時30分～午後5時
ところ 地域包括支援センター

 （福祉健康センター内）

 （☎27－2431 ）

と　き 毎日24時間対応
ところ 各在宅介護支援センター

 神路園（☎22－6012 ）
 双寿園（☎23－9231 ）
 白百合園（☎27－1511 ）
 山咲苑（☎26－2600 ）
 正邦苑（☎38－1800 ）
 みなと（☎35－0811 ）
 楽寿苑（☎31－0050 ）
 二見ふれあいプラザ（☎43－4423）
 小俣（☎27－1155 ）
相談方法 電話・来所

心配ごと

と　き 第1水曜日（3月7日）　
 午後1時～3時
ところ 小俣公民館

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所
  (☎27－0509 ）

と　き 第２水曜日（3月14日）　
 午後1時～3時
ところ 社会福祉協議会伊勢支所 
 （福祉健康センター内）

 （☎27－2425 ）

と　き 3月22日㈭　
 午後1時～3時
ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所
  (☎22－6617 ）

と　き 第4水曜日（3月28日）　
 午後1時～3時
ところ 社会福祉協議会二見支所

 （二見ふれあいプラザ内）

 （☎43－3994 ）



平成19年3月号��

３月の無料相談
種別 相談日など

法 律
担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている場
合は、相談を受け
られません

と　き 毎週月曜日　
 午後1時30分～3時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 １日につき 8人まで
 （定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後1時15分まで
に秘書広報課へ来所

と　き 3月1日㈭　
 午後1時30分～3時30分
ところ 小俣公民館

対　象 市内に住所を有する人
定　員 4人（先着順）
申し込み 相談日の2週間前（2月15日）から
 社会福祉協議会小俣支所（☎27
 －0509 ）へ来所または電話

と　き 3月15日㈭
 午後1時30分～3時30分
ところ 社会福祉協議会御薗支所

 （☎22－6617 ）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 4人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後1時15分までに

社会福祉協議会御薗支所へ来所

交通事故

と　き 3月7日㈬・14日㈬
 午前10時～午後3時
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）
定　員 1日につき 4人まで（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話

と　き 月曜日～金曜日　
 午前9時～午後4時  

（受け付けは午後3時30分まで）
ところ 三重県栄町庁舎

 （交通事故相談窓口）

 （☎津059－228－7350 ）

多重債務
クレジット  
 消費者金融

と　き 第3木曜日（3月15日）
 午前9時30分～11時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から
 秘書広報課へ電話

種別 相談日など

行　 政

と　き 第2・4火曜日
 （3月13日・27日）
 午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）

市 政

【市政相談・行政相談】

と　き 第3火曜日（3月20日）　
 午前10時～午後3時
ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

 （☎42－1111 ）

【市政相談・行政相談】

と　き 3月7日㈬　
 午後1時～3時   
ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課
 （☎22－7858 ）

【市政相談】

と　き 3月15日㈭　午後1時～3時
ところ 御薗公民館

問い合わせ 御薗総合支所地域振興課
 （☎22－0235 ）

登 記

と　き 第2火曜日（3月13日） 
 午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）

人　 権

と　き 第2木曜日（3月8日）  
 午後1時～4時
 （受け付けは午後3時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日
 午前9時30分～午後4時30分
ところ 津地方法務局伊勢支局

 （☎28-6158 ）

公 証
遺　　言
契約証明

と　き 第1木曜日（3月1日）   
 午後1時～4時
 （受け付けは午後2時まで）
ところ 秘書広報課広報広聴係

 （☎21－5515 ）
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※外国人登録者を含む

総人口	 136,607人（−108人）	 男　性	 64,874人	（−57人）

世帯数	 52,608世帯（−1世帯）	 女　性	 71,733人	（−51人）

人の動き（1月末現在）

まちの話題
　1月28日、小俣図書館・2階ホールで、過去の実話を題
材にした創作劇「稲むらの火～災害は忘れたころにやって

くる～」の公演がありました。

　子どもたちは、災害時にとるべき行動や助け合うことの

素晴らしさを観客に伝えようと、これまで懸命に練習に励

んできました。

　当日は、2回公演で合計414人の観客が集まり、地元の
小学生41人とボランティアの人たちの熱演に、会場から温
かい拍手が送られました。

創作劇「稲むらの火」

　「おひなさまめぐり in 二見」が、二見浦旅館街を中心と
した地域一帯で開催されています。

　2月4日には、ＪＲ二見浦駅前で、オープニングイベン
トとして、小学生によるわらべびなや稚児行列、二見太鼓

の演奏などが行われました。

　3月4日までの期
間中、旅館のロビ

ーや店舗の店頭な

どには、大正時代

や昭和初期のおひ

な様・土びな・創

作びななどが展示

され、さまざまな「お

ひな様」を見ること

ができます。

おひなさまめぐりin 二見

　1月14日、宮川ラブリバー公園（御薗町）で、御薗町親子会
連絡協議会による「子ども凧あげ大会」が開催されました。

　この日は、約80人の親子が参加し、自分たちが作った「手
作り凧の部」と「既成凧の部」とに分かれ、凧のあがり方や

デザインなど

を競いました。

　参加者は、

昔ながらの遊

びを通じて、

親子の触れ合

いを楽しんで

いました。

子ども凧
たこ

あげ大会

　1月28日、「二見ふれ愛マラ
ソン」が開催されました。

　この大会は、参加資格を市内

の小・中学生とし、体力の向上・

地域の交流を目的にしており、

172人の参加者は、真冬の二見
浦海岸沿いのコースを力強く走

りました。

二見ふれ愛マラソン

　1月25日、東大淀小学校で、市長などを招いて招待
給食が実施されました。

　参加した3年生の児童19人は、郷土の特産物が使
われた「伊勢ひじき入り手づくりハンバーグ」「けん

ちん汁」などを、みんなでおいしくいただきました。

学校給食記念日の招待給食

　「広報いせ」4月号については、平成19
年度当初予算が決定されてから発行するた
め、通常より配布日が遅くなります。ご了
承ください。


